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　私たちは、日英両国の将来の担い手である学生同士の交流と議論の場をつくることにより、両
国学生が社会で活躍する際に礎となる人脈形成を支え、学生の側から日英間の交流を活性化した
いと願っています。将来に開けた可能性をもち、利益や地位に依らない交友関係を築くことので
きる学生期に得られた絆は、生涯にわたり生きてくる宝です。一期一会の出会いから始まった交
友関係がきっかけとなり、人生や価値観に転機が訪れるということもしばしばあります。日英学
生会議は、日本やイギリスというそれぞれ内部で完結しがちなコミュニティーをまたぎ、こうし
た「出会い」を媒介する懸け橋としての役割を担い、双方の学生の人生に大きなインパクトを与
える可能性を秘めています。 
 
　私たちは、日英という異なるバックグラウンドをもつ学生同士が議論することを通じて、潜在
意識に眠る自分の先入観やバイアスを問い、多角的なアプローチに気づく、という体験を重視し
ています。この体験は、国境を超えた舞台で幅広い視野をもって議論できる個人の形成にとっ
て、かけがえのないものです。私たちは、自由闊達にとことん語り合うというこの風土を、会議
期間・会議場内に終わらせず、是非とも学生各人に自国のコミュニティーに持ち帰ってもらい、
こうした「気づき」の体験を日英学生会議の外に伝えていきたいと考えています。私たちは、
「自由闊達な議論」→「気づき」→「アウトプット」というプロセスのモデルとして、日英学生
会議を創設することを志します。 
 
　日英学生会議は、日本とイギリスにおける、グローバル志向で政治や社会への関心が高い学生
が一所に集う、希少な機会を創出します。日英二大国の将来を担う学生たちが、アイディアを共
有し、持続的な社会の実現に向けてのヴィジョンを提言するという営みは、それにより得られる
知見においても、次世代のリーダーとしての学生の成長においても、両国の将来にとって貴重な
ものです。日英両国の学生という、これまでなかった視点を開拓することは、次世代を見据えた
政策や取り組みの構想が芽生える土壌となり得ます。この新たな価値を充分に活かすべく、私た
ちは学生会議の成果を公表し、フィードバックを通じて社会に還元いたします。私たちは、日英
学生会議が、日英間の豊かな交流と議論の源泉となることを願っています。 
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2018年日英学生会議では、イギリスと日本の「人の移動と労働」に焦点を当てて昨今の国際的な 
「人の移動」と「労働市場」について歴史的・文化的背景を考えつつ原因を分析し、日英両国に
とってどのような取り組みが必要かを多角的に論じます。 
 
人の移動とは、商品や資本の移動と同様に人類の歴史において重要な断面であり、人の移動と共 

に大きな影響をもたらしたものとして労働移民が挙げられます。労働移民を送り出す国も受け入
れる国も、経済的・文化的側面や安全保障面での変化が懸念されています。具体例として日本で
は、アジア圏からの技能実習生や日本の永住権を持ち自らのアイデンティティを日本人とする在
日韓国人の方々が挙げられます。今の日本社会では、文化や言語、または歴史的・政治的背景の
異なる方々の受け入れ態勢が整っているとは言い難い状況です。国外から労働者を受け入れるに
あたり、労働移民と国内労働者の言語や文化の壁により社会的統合に困難が予想されています。
一方、実際に長い間移民受け入れを進め恩恵を受けていたイギリス、また他のヨーロッパ諸国で
は、昨今のテロ攻撃により安全保障を理由に国境を閉じる動きが見られます。特にイギリスで
は、国内の労働市場において国外労働者の存在感の高まりから流入してきた労働移民に仕事が取
られるのではないかという国内労働者の不安感がEU離脱の大きな争点となりました。多くの移民
政策は、グローバル化の中で多方面から国際と国内のニーズを同時に考えていく必要がありま
す。 
 
イギリスと日本は共通して高齢化社会と言われ、激減する労働人口の穴埋め策として国外からの 

労働力を必要としています。しかし現実的には、どちらにも確立された自国の文化があり、国外
からの移民を受け入れることに恐怖心を抱いているのではないでしょうか。最近の研究では移民
は人種差別や搾取の対象になりやすいとされています。そこで私たちに必要になるのは、社会
的・文化的な統合であると考えます。本会議では移民の定義からはじまり、「文化的同化」や
「文化的かつ民族的に多様な社会」を生み出すにはどうすれば良いのか、移民受け入れと国の安
全保障について、私たちや社会ができることは何だろうかと問い続けます。 
 
本会議では事前学習で得た知識と、期間中は国際的に活躍されている専門家によるセミナー、現 

地でのフィールドワークを通した学びをもとに、日英両国の大学生とのディスカッションを通し
たアウトプットを行います。日英両国のグローバルリーダーである参加者の皆様にとって実りの
多い一週間になることを期待しています。 
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　日英学生会議は、異なるバックグラウンドをもつ両国の学生が多角的なアプローチから意見や
アイディアを共有し、幅広い視野をもって思考する力を取得することを目標としています。この
過程で自由闊達な議論はきわめて重要です。そのため我々は、参加者全員が積極的に議論に参画
し、セミナーやワークショップ等を通して得た学びを発信できる環境づくりに努めました。 
 

 
　 
今年度より新規企画として、1day Eventを開催しました。東京では主に参加者向けの説明会など
を複数回行いました。ロンドンでは２月に説明会とセミナー、交流会を行いました。ロンドンに
て行われたセミナーではアカデミックな講演会への参加が学生に普及していることを踏まえ、
「日本と英国におけるナショナリズムの変遷」と題し、教授を迎えた講演会・懇親会を開催し、
130人を超える参加者を迎えました。 
 
 

 
　 
参加者全員が「移民」に対する一定の理解力、積極的に議論に参加する力、論理的に物事を考え
る力、そして自分の意見を構成する力を育むことを目的としています。事前に設けられたディス
カッションクエスチョンについて、各自リサーチをし、毎回の事前学習に臨みました。事前学習
会前に合計４回の事前学習会を実施しました。学習会事前学習では、イギリス側と日本側の参加
者に別れ、それぞれ４〜５名程度の少人数のグループに別れ行いました。 
 

 
 
プレゼンテーションはこの会議を通した学習体験のコアを形成します。発表の場にて、参加者

各々は会議を通しての学習を意識的に咀嚼し、主要な論点と解決の指針を引き出すことを挑戦さ
れます。事前学習の中では導入プレゼンの準備が行われ、初日に日英両国お互いに与えられたト
ピックについて自国の現状や問題点の分析をグループごとに発表しました。各グループの発表ご
とに参加者全員が内容を理解し、それに対する意見や質問を共有することができるようなグルー
プディスカッションの時間が15分程設けられました。 
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アカデミックの視点からインプットを行うことがセミナーの目的です。例えばBrexitを考える際

にまずEU自体について学んだり、移民の一般的性質や起こっている問題について普遍的に知るこ
とは重要であるため、実際に前EU議員やIOMの方、戦争学や国際関係論が専門の大学教授をお招
きしセミナーを開催しました。ここで得た知識や見解は他のアクティビティでも基礎知識として
非常に生かされ、現状に対するより現実的な対策を考える上でも参考になりました。 

 
　 
会議を通して参加者同士、または参加者と講演者の間でディスカッションをする機会が度々あり
ます。ディスカッションでは学びから得た情報交換や新しい見解の共有をするために協議すると
いった意味合いがあります。学生らしく自由闊達なアイディアが多く、自分の考えをブラッシュ
アップしたり、新たな視点から考える手立てとなったようです。 

 
 

 
　 
　今年度２つ目の新企画としてロンドンにある在英日本国大使館への表敬訪問を行いました。主
な目的は外交官の方々との交流を通して実際の外交業務について理解を深めるためです。まずは
外交官の方々から日英の関係と移民について幅広くお話頂き、後半は参加者からの質疑応答及び
ディスカッションを行いました。 
 

 
 
フィールドワークは、我々が議論する問題に対して参加者が直接的な体験として実感する機会

です。３つのグループに分かれ、会議で学んだことやオンラインデータをもとに、それぞれ移民
に関する仮説を立て、その後実際に自分たちで決めた街へ訪れて仮説を実証・発表しました。そ
れぞれの仮説について地元の人々へのインタビューを通して、数字のみからは見えてこない問題
の背景と現状への理解に努めました。 
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　今年度の会議において３つ目の新しい取り組みとしてPolicy Brief（政策立案）を導入しまし
た。政策立案とは、現行の移民政策を分析しその結果を専門家以外にもわかりやすくコンパクト
にまとめるアクティビティです。今回は４つの班に分かれ、それぞれが経済移民に関する政策を
１つ選びガイドラインに沿って選択した政策の問題点や改善方法を提案しました。 
 

 
　会議1日目は、前日に顔を合わせたばかりの参加者たちが仲を深めるため、2時間ほどの徒歩に
よる観光を行いました。その後は’The Migration Museum Project’の運営による一時展示Migration    
Museumを訪問し、一週間のプログラムのスタートをしっかりと切れるようにしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
文化交流会は会議の理念の軸でもある日英両国の将来の担い手である学生同士の交流を深める

ために行われます。イギリスの伝統的なスイーツを堪能するだけでなく、日本人参加者が習字を
披露するなどして、両国の魅力を再認識することができました。また、文化交流をすることは国
境を超えた関係性を築く上では、非常に重要であることを実感しました。 
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開催日時：2018年9月8日（土）～ 2018年9月16日（日） 
 

 
 
 
 

 
 
Daiwa Foundation Japan House 
13/14 Cornwall Terrace (Outer 
Circle) 
London, NW14QP 
http://dajf.org.uk/ 

 
 
 
 
 
 
　　　
　　　　　　　　　　　　      (Daiwa Anglo-Japanese Foundation HP) 
  

U7 

http://dajf.org.uk/


 

 
 
Dr. Pablo de Orellana 
パブロ・デ・オレリャーナ氏はロンドン大学キングスカレッジで講師として、 
アイデンティティ政治の研究をされています。オックスフォード大学で学士号、ケンブ
リッジ大学で修士号を取得後、キングスカレッジで博士号を取得されました。 
 
飯田慎一公使（在英日本大使館）飯田慎一公使（在英日本大使館） 
東京大学法学部を卒業された後、1990年外務省に入省され、1991年には米国のアマース
ト大学に留学されました。2003年には在ニューヨーク国連代表部、2010年にはアジア大
洋州局大洋州課長などを経て、現在は在英国日本国大使館の広報文化センター所長として
ご活躍されています。 
 
Mr. Robert Evans 
ロバート・エバンス氏は２００７年まで１５年間、欧州連合で経験を経て、現在はサリー
州の労働党の政治家、ロンドン大学ロイヤルホロウェイ校の特別講師、そしてフリーラン
スのジャーナリストとして活躍されています。ロンドン大学インスティチュートインス
ティチュート・オブ・エデュケーションで学士号と修士号を取得されました。 
 
Mr. Tauhid Pasha (IOM) 
国際移住機関とは、世界的な人の移動（移住）の問題を専門に扱う国際機関です。２００
７年から国際移住機関で職員をされているタウヒード・パーシャ氏をお呼びしました。
パーシャ氏は労働移動と人材開発について政府とステークホルダーに向けた政策方針と技
術指導を専門とされています。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同） 
 
 
 
 

 
 
主催 日英学生会議実行委員会・一般社団法人Bizjapan 
後援 在日英国商工会議所・日英協会 
協賛 株式会社 ベネッセコーポレーション 
　　　 グレイトブリテン・ササカワ財団 

双日国際交流財団 
　　　  三菱UFJ国際財団 
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松崎可鈴        King’s College London 
直田彩加        Royal Holloway, University of London 
野口奈央        University of Bradford 
鈴木康之亮        慶応義塾大学 
天野亮佑                         University of York 
広瀬凛                            東京大学 
小笠原杏佳                     上智大学 
近藤希望  　  東京大学 
オリバー  リチャード     Royal Holloway, University of London　　　 
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　                                                                                                                   9th Feb 6.30pm - 8pm 

 
　今年度の新たな取り組みとして２月９日に1 
day イベントをロンドンにて開催しました。1 
day イベントは日英学生会議についての理解を

深め、本会議への応募を促進すること、また日

本と英国の置かれている昨今の状況を見つめ直

すことを目的とし開催を決定しました。イギリ

スの学生にとって親しみのある公開講義と懇親

会の形式を採り、「日本と英国におけるナショ

ナリズムの発露・変遷」を題に、Pablo de 
Orellana博士をゲストに迎え基調講演をお願い

しました。 
　その結果、130人を超える学生が集まりまし

た。Dr. Orellanaには歴史的観点から、どのよう

に主に英国におけるナショナリズムが形成さ

れ、また煽動の対象にもなってきたかをidentity 
politicsに紐付けてお話いただき、Q&Aセッショ

ンでも時間を延長してもなお質問が止まないほ

ど活発な議論が交わされました。その後、参加

者で日本食をおつまみに懇親会を行い、参加者

間での新たな交流を生みました。このイベント

は参加者へのアンケートの結果、非常に好評を

いただいたため、来年度も継続して開催する予

定です。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

U10 



 

 

 
　 
　本会議の準備として計4回にわたる勉強会を実施し、課題図書と事前課題を課しました。政治
的、経済的、文化的背景がもたらす移民問題の現状を分析し、社会や政府がどのような対策をす
べきなのかを議論しました。それぞれの内容については以下の通りです。 

 
　第１回事前学習では、移民問題において基礎となる知識を共有しました。「経済移民」は経済

的な自由を求めた個人の自発的な移動のことを指すことを確認したのち、国際的に認められた

「移民」の定義が存在していないことを認識しました。それゆえに、一言に「移民」といって

も、各国政府が採用している移民の解釈や定義法の違いによる定義の難しさを話し合いました。

また、移民受け入れ政策においての労働市場と人々の意識の変化について討論をしました。移民

の人々から仕事を奪われる恐怖、宗教の違いによる衝突、人種差別などの否定的な視点や、会社

内の意識改革、新しい意見の取り入れと新しい社会の構築、社会の国際化と同化政策の推進、国

民の意識改革、国家のイメージ改革（例：日本の単一国家からの脱却）などの積極的な視点がた

くさん挙がりました。 
 

 
　第２回目は東京にて日本人参加者を

対象に対面式の事前学習会が開かれま

した。それまでの事前学習会は全てオ

ンラインで行われていたため、参加者

同士顔を合わせて話し合うのは初めて

でした。まず最初に運営委員から会議

概要と今後の流れについて説明のの

ち、簡単なアイスブレークを行いまし

た。その後、「首都直下型大地震が起

きた時に移民をどう救うか」という

ケースディスカッションを行い、自然

災害の多い日本で非常時における外国

人の対処法を考えました。現状では緊

急時に避難などに関する情報は全て日

本語で発信されており、非日本語話者

への対応はありません。また、ハラル

フードや祈り場など宗教に関わる物資や場所の提供もないがしろにされています。この背景には

宗教をあまり重視しない日本の文化があるため、優先度がどうしても下がりがちな中、地域行政

に何かできることはないのかグループごとに様々な視点から考え、議論の結果を互いに発表し合

いました。学習会後半では移民に関してのディスカッションをさらに深掘りし、より抽象的な事
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柄、例えば多くの国が移民によるテロの恐れから国家安全保障を強める理由などについて話し合

いました。移民の流入度合いと治安に関係はあるのか、受け入れた場合の将来、など難しいテー

マばかりでしたが、移民に関してより深く理解できただけでなく夏の本会議に向けてグループ

ディスカッションの経験を積むという重要な目的も達成することができました。 

 
　第３回目では『移民受け入れに伴う安全保障と多文化社会の構築』をテーマに課題を出し、そ

れについて討論しました。移民受け入れ政策は国家の安全を重視し強化されるべきかという問題

に対し、移民を積極的に受け入れるとテロの危険度が高まるという国の考え方や、テロリストの

社会的構成などを用いて、多方面から多角的に問題分析をしました。また、日本側参加者をター

ゲットに東京にてオフラインミーテクングをし、本会議前に参加者同士が集まる機会を作ること

ができました。このミーティングでは、「自然災害時の移民や訪日外国人はどのような問題に直

面するか」という東京直下型地震を想定した問題を分析しました。移民など母国を離れた人々に

宗教的なサポートが必要だという参加者からの意見をもっと深掘りし、ブレインストーミングを

使い、なぜ日本では必ずしも最重要な支援項目に入らない、緊急事態にこそ心の拠り所を作るこ

とが必要なのか、具体的な支援方法などを話し合うことができました。 

 
　最終回では「労働移民の人権」について、移民労働者が抱える問題の深刻化に注目し話し合い

ました。まず初めに、移民労働者は、労働搾取、暴行、虐待、人身売買などに直面し、教育・住

宅・医療などの十分な生活水準の権利を満たしていない場合が多いことを確認しました。そし

て、世界人権宣言などの国際人権法は比較的新しいものであるゆえに、社会経済的地位が低い移

民は、人権侵害から無防備であることを話し合いました。政府の定住者ビザ発給や外国人労働者

の積極的な取り入れで、今後どのように移民の人権を守っていくかを議論しました。彼らの権利

を保護することは、社会的包含を促進し、一人一人を社会の構成員として取り込むことに繋がり

ます。よって、移民の人権保護は、社会全体の意識を高め、経済的な生産性と公益性を高めるこ

とができる、という結論にたどり着きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

U12 



 

  
 

 
                                                                                                                              9th Sep 10am-5pm 

 
　会議初日は日英両国の参加者が初めて顔を合わせました。１週間を過

ごすロンドン市内観光としてバッキンガム宮殿と英国議会広場、移民博

物館を訪れました。移民博物館では運営者の方から展示について解説し

ていただきました。展示のテーマは「イギリスを変えた７つの人の移動

の瞬間」と題されており、イギリスにおける移民や移住といった人の移

動と、それに対する人々の反応についての数多くの展示物は非常に示唆

に富んだものでした。参加者は英国政府の方針や人々のアイデンティに

も関するような刺激的な議論を交わし、移民について様々な考えをもつ

きっかけになりました。 
 
 

 

  
10th Sep 10am-3pm 

 
　日本側、英国側各々で３グループに分かれ、事前学習をもとに自国の移民問題の特徴を分析

し、①移民労働者が直面する問題の全貌　②多文化主義と同化政　③移民労働者の人権について

分析したプレゼンを行いました。その中で問題視されたのは、政府だけでなく国民も外国人労働

者を受け入れる体制が整っていないことでした。また、膨大な資本、資源、技術の移動が奨励さ

れている一方で、それに付随する人々の移動や移住は厳しく規制されている現状も指摘されまし

た。さらに、日英両国ともに「日本/英国は日本人/英国人のためにある」という考えをもつ人もい

るため、外国人移住者への差別は一向に軽減されていないという問題も見えてきました。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10th Sep 3pm-4pm 
 
　日本とイギリスの文化交流会では、日本側からは書道セット、折り紙、うちわを持参し、皆で

遊びました。書道はイギリス側にも好評で、各自の名前を漢字で書くなどして日本の文化を体験

しました。一方のイギリス側は、スコーンや紅茶を並べてアフタヌーンティーを楽しみました。

アフタヌーンティーは簡易的なものでしたが、スコーンに色々な種類のジャムを塗ったり紅茶を

嗜みつつお喋りに華を咲かせたりと、アットホームでリラックスした雰囲気の中皆で束の間の休

憩時間を有意義に過ごすことができました。 
 

  
11th Sep 10am - 1pm 

 
　午前中はイギリス、日本それぞれ別のテー

マを用いて移民問題についてディベートを行

いました。まずは事前に課された読書課題の

記事に基づいてイギリスの移民受け入れに関

する将来についてグループディスカッション

を行い、後半は日本政府が移民を現在のよう

に短期的にのみ受け入れるべきか、それとも

長期的に受け入れを行うべきかディベートが

行われました。前半の英国における移民に注

目したディスカッションでは、参加者が欧州

国籍保持者で且つイギリスで育っていても外

見が異なるだけで疎外されたといった実際の

体験談をシェアしつつ現実的な将来像を話し

合いました。日本に注目したディベートで

は、まず長期受け入れ派と短期受け入れ派で 
 
２グループに分かれ、各グループがブレイン

ストーミングでビザや労働環境、異文化衝

突、言語の壁などの論点を挙げました。2020年の東京五輪の為に一時的には建設労働者として移

民を歓迎するも、いざ終われば長期的保障についてはしっかりとしたものが存在しない上で移民

を放置してしまうという現在の日本の構図の問題点をあげた一方で、長期的に受け入れると社会

保障負担や労働保障、文化的融和といった問題を乗り越えなければならないという指摘も出まし

た。 
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11th Sep 2pm - 4pm 

 
  
 
 

　午後から在英日本国大使館を訪問し、外交官の方々から日英の関係と移民の状態についてのお

話をいただいたのち、日英学生会議側からの質疑応答の時間を設けていただき、相互にディス

カッションをしました。日本国憲法の「国民」の範囲についての言及や、労働人口現象の逆らえ

ない流れの中で、日本国はどう外国人労働者と折り合っていくかなどを話されました。これから

徐々に移民との融合は進んでいであろうこと、そしてそれを俯瞰的で良識的な視点で見続けるこ

とが大切だとリウ外交官の方からの湖面で訪問は締めくくられました。また現在、イギリスの欧

州連合離脱（Brexit）について様々な討論が行われている中、日英の移民政策を外交の観点から語

るには最適な学習環境であり、参加者は非常に充実した時間を過ごすことができました。 
 

  
                                                                                                                                12th Sep 10am - 12pm 
 
　コンシューマー・データ・リサーチ・センターとロンドン警視庁の統計データをもとにマップ

エクササイズを行いました。ロンドンにある多様なコミュニティの形態を調べ、教育格差、公共

サービスの充実度、雇用率や犯罪件数などの移民問題と関連する点を小グループで議論し、仮説

を立てました。例えば、仮説を立てるにあたり、移民コミュニティの存在する地域とそうでない

地域の比較や、教育水準と雇用率がどのように関係しているのかを調べました。多角的な切り口

から分析がなされており、参加者それぞれの個性的なバックグランドが視点の固有性を発揮した

エクササイズとなりました。この情報を用いて午後のフィールドワークを行いました。 
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12th Sep 1pm - 5pm 

 
　午後は実際に街へ行き、午前中にグループごとに

立てた仮説を実証しようという試みです。午前中

は、ロンドンにどのようなコミュニティがあるのか

を考え、それに関連して参加者が疑問に思った点(治
安の良し悪し、勤勉さ、教育レベル、公共サービス

の充実度等)を書き出し、移民との関連性がないかを

考えて仮説を立てました。仮説を立てるにあたって

は、イギリスの国勢調査による人々の使用言語や出

身国の地域ごとのデータ、また警察機関のデータ

ベースを参照して移民コミュニティの存在する地域

と存在しない地域を比較したり、教育水準に地域差

があるか調べました。午後には、立てた仮説の実証

を試みる為に各グループが実際に街を出て雑貨店の

オーナーやその客、レストランの店員などに調査の

目的を伝えた上でインタビューを行ったり、地域ご

との街並みや人々の様子を観察しました。その後そ

こで得た定性的、定量的なデータを分析し、各自が

自分たちの仮説が実証されたかどうかを考え、否定

された場合にはそれに代わる新たな仮説を立てました。 
最後には班ごとに最終結果を発表しました。 
 

 

  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　13th Sep 10am- 4pm 
　過去にはEU議会で議員も務めたRobert Evans教授によるレクチャーは‘The UK and Europe: An 
Evolving Relationship!’ という題で行われ、EUについてのトークが行われました。まずチャーチル

がヨーロッパ合衆国構想を抱いていたことから始まり、戦後の欧州統合への歴史からEUについて

の軽い説明に入り、その後イギリスの移民の現状、Brexit後の未来などについてお話をして頂きま

した。本会議で行われた初めての講義であるこのレクチャーでは英国のEU離脱(Brexit)と、その決

定の一つの要因となった英国における移民問題にフォーカスが当てられましたが、EUの政治的・

経済的な役割やそれに伴うメリット、また国際舞台におけるEUの役目にも話は及びました。質疑

応答はレクチャー中を通して行われ、またレクチャーの後半は長時間がQ&Aに用いられ、参加者

からも積極的に質問が出るインタラクティブな時間となりました。 
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14th Sep 10am - 12pm 

 
　IOM(国際移住機関)のMr. Tauhid Pashaによるレクチャーでは移民が移住先の国でどのようにそ

の地域に馴染むかについての話や、経済面での移民の受け入れ国に対しての影響などについてお

話がありました。講義の中では、移民の存在と役割がどのように各国で違うか、またそれに続い

て労働力としての移民の経済的恩恵がどれほど移住先の国に与えられているのかも説明されまし

た。Mr. Pashaからは読書課題も事前に受け取っており、参加者全員がある程度の知識を持った上

で講義を受けることができました。レクチャーの後半ではグループワークも行い、「移住先の地

域における同国からの移民のコミュニティ」を意味する"Diaspora"を、"Network", "Origin", 
"Attachment", "Transnational", "Community"の5つのキーワードをそれぞれ使って新たな定義を作

りました。この作業を通し、いかにDiasporaという単語が複数の意味を含有する複雑な言葉とい

うことがわかり、また移民と一括りに言ってもその中には沢山の違う背景や目的を持った人々が

いるということが改めてわかりました。 
 

 
 

  
                                                                                                                                 15th Sep 10 am - 4pm 
 
　最終日には前日から準備していたPolicy Brief （政策立案）のプレゼンテーションをKing’s 
College Londonの教授であるDr. Pablo de Orellanaの前で発表しました。内容構成は「概要、現
状、リスクや問題点、提案、まとめ」としコンパクトに仕上げました。４つのグループがそれぞ
れ選択したトピックは「日本の二重国籍」、「日本における外国人住民の住居をめぐる問題」、
「日本における難⺠定住のための施策」、「日本における外国人労働者受け入れ」についてで
す。発表後の質疑応答ではチームごとの提案に関しての質問や現代社会での実用性について現実
的な懸念点の指摘が多く出ました。プレゼンテーションの後は、Dr. Pablo de Orellanaの講義を受
けました。その中で「メディア等が報じたものを鵜呑みにするのではなく、自分の頭で考えるこ
とが重要」というアドバイスを頂きました。以下が実際に発表された資料です。 
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　本年度の会議では参加者全員に満足度を5段階評価アンケートを任意で答えていただきました。 
 
プログラム全体 
　52％が５段階中で最高点の５を選び、42％が最高点に次ぐ４を選び、94％が高評価（5段階中4
または5）という結果になりました。本年度の目標「7割の高評価を得る」を大きく上回ることが
できました。 
 
事前学習 
　昨年の反省から今回事前学習のほとんどをオンラインで行い、事前課題内容の見直し等を行い
ました。アンケートでは58％が高評価を選択しましたが、41％が３以下を選択しました。今年の
事前学習は日程の関係で参加できなかったという声が多く、来年へ向けて課題が残りました。 
 
アカデミックコンテンツ 
　アカデミックコンテンツ全体については92％が高評価を選択しました。様々な活動の中で最も
評価が高かったのは日英学生会議として初の試みであった在英日本国大使館への訪問で、100％の
高評価でした。第一線で活躍されている外交官の方々に実際にお会いし、交流できたことは貴重
であったとのフィードバックをいただきました。他にも、セミナー、人口統計分析、フィールド
ワークを含む全てのアカデミックコンテンツにおいて７割以上のの高評価をいただきました。一
方で、フィールドワークやPolicy Briefなどを初めて行う参加者が多く、事前説明をさらに充実化
させることが改善点として挙げられていました。 
　また、これらの学びから94％が「会議後に国際的な移民問題についてさらに意識するように
なった」と答え、88％が「会議を通して国際的な移民問題について行動を起こす手立てになる
ツールやリソースを与えられたと思う」と回答しました。 
 
　今後は、皆様にいただいたフィードバックをもとに、さらなる会議の改善と成長を目指してい
きます。 
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　9月16日をもちまして第3回日英学生会議の全日程を無事終えることができました。これも日頃

から私たちの活動をご理解いただいている多くの皆様のお力添えのお陰です。特に、協賛してい

ただいた株式会社ベネッセコーポレーション、助成していただいたグレイトブリテン・ササカワ

財団、双日国際交流財団、三菱 UFJ 国際財団、 後援していただいた在日英国商工会議所、日英協

会、及びご登壇いただいたMr. Robert Evans、飯田慎一公使、Mr. Tauhid Pasha、Dr. Pablo de 
Orellana、また、会場を提供していただいた大和日英基金の皆様、施設を提供していただいた

Atlas Apartmentの皆様をはじめ、全ての方々に心より感謝申し上げます。今後 ともご指導、ご鞭

撻のほどどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　― 日英学生会議実行委員一同 
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